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尾 花 沢 市
青 少 年 育 成
市 民 会 議

令
和
５
年
度

尾
花
沢
市
青
少
年
健
全
育
成
市
民
集
会

未
来
に
羽
ば
た
け 
子
ど
も
た
ち
の
力

　

令
和
５
年
11
年
12
日（
日
）に
、「
未
来
に
羽
ば
た
け　

子
ど

も
た
ち
の
力
」
を
ス
ロ
ー
ガ
ン
に
掲
げ
、
青
少
年
健
全
育
成

市
民
集
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
当
日
は
約
２
０
０
名
の
参

加
を
い
た
だ
き
、
大
変
有
意
義
な
集
会
と
な
り
ま
ま
し
た
。

　

集
会
で
は
、青
少
年
健
全
育
成
に
ご
尽
力
さ
れ
た
優
良
団
体・

功
労
者
へ
の
表
彰
を
行
い
、
そ
の
後
、
家
庭
・
学
校
・
地
域

が
協
働
し
合
い
、
地
域
の
子
ど
も
は
地
域
で
守
り
、
育
て
る

こ
と
の
大
切
さ
を
再
認
識
し
、
地
域
に
根
ざ
し
た
活
動
の
輪

を
広
げ
て
い
く
こ
と
を
宣
言
し
ま
し
た
。

　

講
演
で
は
、
北
京
五
輪
バ
イ
ア
ス
ロ
ン
競
技
日
本
代
表
の

尾
崎
光
輔
氏（
鶴
巻
田
出
身
）を
お
招
き
し
ま
し
た
。
何
事
も

諦
め
ず
、
前
向
き
に
挑
戦
し
た
こ
と
で
最
高
の
舞
台
に
立
つ

こ
と
が
で
き
た
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
で
は
、
子
ど
も
た
ち
に
勇

気
を
与
え
る
全
力
の
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
を
魅
せ
て
い
た
だ
き
、

そ
し
て
、
こ
れ
ま
で
の
ス
キ
ー
人
生
を
振
り
返
り
、
自
分
の

可
能
性
を
信
じ
て
継
続
す
る
こ
と
の
大
切
さ
や
、
応
援
し
て

く
れ
る
人
へ
の
感
謝
な
ど
、
競
技
を
通
じ
て
得
た
も
の
に
つ

い
て
、「
継
続
は
力
な
り
～
自
分
の
ペ
ー
ス
で
～
」
と
題
し
て

ご
講
話
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

今
後
も
こ
の
集
会
を
契
機
に
、
市
民
皆
さ
ま
の
ご
理
解
と

ご
協
力
を
得
な
が
ら
、
青
少
年
健
全
育
成
に
つ
な
が
る
活
動

に
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

山
形
県
立
北
村
山
高
等
学
校 

生
徒
会

（
尾
花
沢
地
区
）

　

平
成
21
年
度
よ
り
生

徒
会
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

活
動
を
展
開
。
学
校
周

辺
や
花
笠
ま
つ
り
の
清

掃
活
動
を
実
施
し
、
そ

の
社
会
奉
仕
活
動
か
ら
、

共
に
支
え
合
い
、
協
力

し
合
う
青
少
年
の
健
全

な
心
の
育
成
に
つ
な
が
っ
て
い
る
。
地
域
の
環

境
整
備
に
大
き
く
貢
献
し
て
お
り
、
そ
の
功
績

は
誠
に
顕
著
で
あ
る
。

名
木
沢
生
産
森
林
組
合
（
福
原
地
区
）　

　

平
成
14
年
発
足
。
森

林
経
営
や
自
然
環
境

保
全
等
の
事
業
を
実
施
。

福
原
小
学
校
等
の
児
童

へ
の
体
験
学
習
の
指
導

を
通
し
て
生
徒
間
の
相

互
交
流
を
促
し
、
児
童

の
自
主
性
・
協
調
性
を

養
い
、
自
然
へ
の
正
し
い
理
解
や
認
識
を
醸
成

し
、
自
然
愛
護
の
心
を
育
て
る
な
ど
と
青
少
年

健
全
育
成
に
大
き
く
貢
献
し
て
お
り
、
そ
の
功

績
は
誠
に
顕
著
で
あ
る
。

野
辺
沢
霧
山
太
鼓
ク
ラ
ブ
（
常
盤
地
区
）

　

平
成
28
年
よ
り
旧
常

盤
中
学
校
「
霧
山
太
鼓

部
」
よ
り
継
承
。「
霧

山
太
鼓
」
の
伝
承
活
動

は
、
30
年
以
上
の
長
き

に
わ
た
っ
て
継
承
を

続
け
今
日
ま
で
に
至
り
、

郷
土
を
愛
す
る
心
を
育

む
と
共
に
、
青
少
年
の
健
全
育
成
と
地
域
の
活

性
化
に
大
き
く
貢
献
し
て
お
り
、
そ
の
功
績
は

誠
に
顕
著
で
あ
る
。

山
口
　
昭
一
（
尾
花
沢
地
区
）

　
「
新
町
ス
ポ
ー
ツ

少
年
団
」「
尾
小
ボ
ー

イ
ズ
ス
ポ
ー
ツ
少

年
団
」
監
督
と
し
て
、

永
年
に
わ
た
り
子
ど

も
た
ち
を
指
導
。
野

球
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団

の
監
督
と
し
て
永
年

に
わ
た
り
指
導
に
携
わ
り
、
た
く
ま
し
い
子

ど
も
の
健
全
育
成
に
尽
力
し
、
ス
ポ
ー
ツ
振

興
に
多
大
な
貢
献
を
し
て
お
り
、
そ
の
功
績

は
誠
に
顕
著
で
あ
る
。

鈴
木
　
正
司　
（
尾
花
沢
地
区
）　

　

青
少
年
育
成
市
民

会
議
常
任
委
員
や
指

導
セ
ン
タ
ー
指
導
委

員
、
子
ど
も
子
育
て

会
議
委
員
等
を
務
め
、

子
ど
も
か
ら
大
人
ま

で
社
会
教
育
の
振
興

及
び
生
涯
学
習
の
指

導
に
貢
献
し
、
青
少
年
健
全
育
成
に
寄
与
し

て
い
た
だ
い
た
そ
の
功
績
は
誠
に
顕
著
で

あ
る
。

山
寺
　
信
秋　
（
福
原
地
区
）　

　

平
成
23
年
よ
り
交

通
安
全
指
導
員
と
し

て
交
通
安
全
立
哨
を

行
っ
て
お
り
、
交
通

事
故
防
止
に
努
め
て

い
る
。
12
年
の
長
き

に
わ
た
り
、
尾
花
沢

市
内
の
子
ど
も
た
ち

の
交
通
安
全
を
見
守
り
、
交
通
安
全
指
導
を

行
っ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
子
ど
も
た
ち
へ
の

安
全
確
保
や
事
故
防
止
の
み
な
ら
ず
、
健
全

育
成
に
も
貢
献
を
し
て
お
り
、
そ
の
功
績
は

誠
に
顕
著
で
あ
る
。

青少年健全育成功労者

青少年健全育成優良団体

北京五輪バイアスロン競技
日本代表  尾崎光輔氏



尾 花 沢 市 青 少 年 育 成 市 民 会 議 令和６年３月１日

２●尾花沢地区子供会育成連絡協議会　●宮沢地区子供会育成連絡協議会　●スポーツ推進委員会　●市スポーツ少年団本部　●市スポーツ協会
●市商工会　●市商工会青年部　●尾花沢地区婦人会　●市老人クラブ連合会　●市芸術文化協会　●市保育施設保護者会連絡協議会議

　毎週月曜日の夕暮れ、常盤小学校体育館から力強い音色が
響いてきます。それは、野辺沢霧山太鼓クラブ小・中学生
20 名の、元気いっぱいの掛け声と太鼓の練習です。
　演奏の場は、三日町七夕祭り、六沢火の見櫓解体の祭事、
おばなざわ花笠まつり、鶴子なかよしお茶飲み会、延沢能登
の守まつり、ファミリー発表会です。子どもたちは、発表で
きた喜びと「また、たたきたい」と意欲に溢れています。共
演した保護者は、「親子で楽しくいい時を過ごせ、地域交流
ができた」と言います。　
　常盤地域の郷土文化を、子どもたちに継承し、野辺沢霧山
太鼓の更なる飛躍が期待されます。

　11月23日（木）に開催し、親子連れ等総勢 29 名に参加いた
だきました。
　一行は東根市の西部防災センターを訪れ、水害が発生した
際等に活躍する設備や、備蓄物を見学したほか、段ボール製
の避難所用簡易ベッドの組立てを体験しました。その後、複
合文化施設であるまなびやテラスや、大きな広場と遊具が揃
うあそびあランドを訪れました。
　子どもたちは、公共施設の役目や施設で働く人たちの姿を
学び、またひとつ成長できたようです。

　８月９日（水）に尾花沢小学校の児童 10 名の参加で「プラ
ネタリウム鑑賞」を行いました。サルナートからマイクロバ
スに乗って、北村山視聴覚教育センターに出発。参加者の皆
さんはとても楽しみにしていた様子でした。
　プラネタリムでは季節の星座を投影いただき「夏の大三角
形ベガ、デネブ、アルタイル」等とても分かりやすく説明い
ただきました。「今度は夜空を見上げて教えてもらった星座
を探してみようね。」と笑顔いっぱいの一日になりました。

　本校ではボランティア活動に力を入れて取り組んでいます。
　生徒会執行部が中心となり毎年行っている「生徒会ボラン
ティア」では自分たちが地域のために何ができるかを考え、
学校周辺のゴミ拾いや募金活動を行っています。
　また、今年度は 4 年ぶりの開催となる尾花沢花笠まつりに
参加しました。当日は沿道や観客席からたくさんのご声援を
いただき、とても充実したものになりました。
　今年度「青少年健全育成優良団体」として本校生徒会を表
彰していただきました。今後もボランティア活動に積極的に
参加し、地域の人と触れ合いながら成長していきたいと思い
ます。

響け！野辺沢霧山太鼓

市外見学研修

サマーフェスタ2023
「プラネタリウム鑑賞」

北村山高校のボランティア活動

トッキーズ大楽 野辺沢霧山太鼓クラブ

二ッ森ゆう大学 学長　西塚政悦山形県立北村山高等学校

常盤

玉野

尾花沢
活 動 報 告

活 動 報 告

活 動 報 告

活 動 報 告

北村山
高校



尾 花 沢 市 青 少 年 育 成 市 民 会 議 令和６年３月１日

３ ●福原地区高校生等を持つ親の会　●市保育施設連絡協議会　●市連合区長会　●市防犯協会　●尾花沢地区交通安全協会　●尾花沢警察署
●市更生保護女性会　●人権擁護委員協議会尾花沢支部会　●市母子寡婦福祉連合会　●女性防火協力班連絡協議会

　1月22日（月）にGAKUTO おたのしみ会を福原地区公民館
で開催し、10 名の児童が参加しました。
　すごろく遊び、防災おかしポシェット作りとラッピング体
験をしました。すごろくは、４匹のリスになり順番にさいこ
ろを振ってミッションをしながらどんぐりチケットを集め、
楽しく遊びました。防災おかしポシェットは、「もしもの時、
自分のために持ち出せるように」と説明を聞いて、みんな真
剣に作りました。ラッピング体験は、すごろくで集めたどん
ぐりチケットと景品を交換し、思い思いのラッピングを体験
しました。　　  （協力：自然活動団体ぷらいべぇとくらぶ）

　尾花沢中学校では，毎年，市内の団体と連携してボランティ
ア活動に取り組んでいます。今年度は，「おばなざわ花笠ま
つり」では踊り屋台「さくら号」の引き手やまつり後のゴミ
拾い，「おばなざわ もっとまるだし 未来まつり」では運営
補助などに参加しました。いずれも自分から進んで活動に参
加する生徒ばかりで，やり終えた後は「地域の役に立つこと
ができた」という充実感，満足感を味わうことができたよう
です。地域の中でも活躍できるチャンスをいただき，関係団
体の皆様に感謝申し上げます。

（写真は，早朝からゴミ拾いボランティアに参加した生徒）

　宮沢小学校の協力のもと、12 月に子どもからお父さん、
お母さんにクリスマスカードを贈りました。家庭では学校や
友達のことなど様々な会話はしますが、文字で素直な気持ち
を伝えることで、子どもの知らない側面を感じることができ、
プレゼントになると思い発案。子どもたちは日頃の思いを一
生懸命カードに書き、受け取ったお母さんは「普段子どもか
ら手紙をもらうことがないのでとても嬉しい。スマホに保存
して持ち歩いています。」と喜んでいました。

　今年度は、生徒会によるボランティア活動の一環として、
小中クリーン作戦を数年ぶりに実施しました。小学生・中学
生・地域の方々で行う清掃活動です。中学生が中心となって
ゴミを拾うルートを考え、地域のゴミ拾い活動を通して、清
掃活動の大切さを実感するとともに、地域の方々とのつなが
りを感じられる活動となりました。今後も、地域とのつなが
りを大切に、自分たちにできることを「気づき」、「考え」、「実
行」していきたいと思います。

ふくはらGAKUTO
おたのしみ会

地域に出て活躍する
　　　　　　　尾中生

クリスマスカードで気持ちを贈ろう

小中クリーン作戦

福原宮沢

尾花沢
中学校

福原
中学校

活 動 報 告

活 動 報 告

活 動 報 告

活 動 報 告

宮沢地区子供会育成連絡協議会



尾 花 沢 市 青 少 年 育 成 市 民 会 議 令和６年３月１日

４●みちのく村山農協尾花沢地区　●尾花沢ロータリークラブ　●尾花沢中央ロータリークラブ　●尾花沢ライオンズクラブ
●青少年育成常盤地区民会議　●青少年育成尾花沢地区民会議　●青少年健全育成福原地区民会議　●青少年健全育成玉野地区民会議

健
全
育
成 

五
つ
の
目
標

尾
花
沢
市

青
少
年
育
成
市
民
会
議

会
長　

池
田
正
義

　

市
民
の
皆
様
に
は
、
日
頃
か
ら
青
少
年
の
健
全

育
成
に
対
し
ま
し
て
、
ご
理
解
と
ご
協
力
を
い
た

だ
い
て
お
り
ま
す
こ
と
に
、
心
よ
り
感
謝
申
し
上

げ
ま
す
。

　

元
日
の
能
登
半
島
地
震
発
生
か
ら
二
カ
月
が
経

ち
ま
し
た
。
被
災
さ
れ
ま
し
た
方
々
の
厳
し
い
生

活
、
そ
し
て
将
来
へ
の
不
安
と
向
き
合
い
懸
命
に

が
ん
ば
ら
れ
て
い
る
姿
を
目
に
す
る
た
び
に
、
胸

が
苦
し
く
な
り
ま
す
。
被
災
さ
れ
た
方
々
の
一
日

も
早
い
よ
り
良
い
生
活
を
願
う
ば
か
り
で
す
。

　

こ
の
よ
う
な
中
、
大
関
琴
ノ
若
の
誕
生
と
い
う

尾
花
沢
市
民
に
と
っ
て
は
特
に
う
れ
し
い
知
ら
せ

が
あ
り
ま
し
た
。
昇
進
伝
達
式
で
の
力
強
い
口
上

を
聞
き
、
心
に
エ
ネ
ル
ギ
ー
が
湧
い
て
く
る
の
を

感
じ
ま
し
た
。
誠
に
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

心
よ
り
お
祝
い
申
し
上
げ
ま
す
と
共
に
、
さ
ら
な

る
活
躍
を
祈
っ
て
い
ま
す
。

　

さ
て
、
今
の
子
供
た
ち
を
取
り
巻
く
環
境
は
、

少
子
高
齢
化
、
家
族
形
態
の
多
様
化
、
情
報
化
社

会
の
飛
躍
的
な
発
展
な
ど
変
化
し
続
け
て
い
ま
す
。

特
に
、
Ｓ
Ｎ
Ｓ
な
ど
新
た
な
交
流
サ
イ
ト
を
介
し

た
情
報
の
拡
散
は
、
社
会
全
体
に
も
大
き
な
影
響

を
与
え
て
い
ま
す
。
こ
の
よ
う
な
情
報
通
信
ネ
ッ

ト
ワ
ー
ク
の
発
展
に
よ
り
、
私
た
ち
の
生
活
は
便

利
に
な
り
豊
か
に
も
な
り
ま
し
た
。
反
面
、
子
供

た
ち
が
健
全
な
成
長
に
悪
い
影
響
を
与
え
る
情
報

に
触
れ
る
こ
と
か
ら
、
犯
罪
に
巻
き
込
ま
れ
る
ト

ラ
ブ
ル
も
起
き
て
い
ま
す
。

　

本
来
、
子
供
た
ち
は
家
庭
や
地
域
で
温
か
く
見

守
ら
れ
な
が
ら
、
社
会
と
の
関
わ
り
を
通
し
て
、

地
域
社
会
の
一
員
と
し
て
の
自
覚
を
持
ち
大
人
へ

と
成
長
し
て
い
く
も
の
だ
と
思
い
ま
す
。
し
か
し
、

今
、
そ
の
地
域
社
会
と
の
つ
な
が
り
が
弱
く
な
っ

て
き
て
い
ま
す
。
そ
し
て
、
そ
こ
か
ら
生
ま
れ
る

青
少
年
に
関
わ
る
多
く
の
課
題
を
見
る
と
、家
庭
・

学
校
・
地
域
等
の
連
携
し
た
取
組
み
の
重
要
性
を

こ
れ
ま
で
以
上
に
感
じ
さ
せ
ら
れ
ま
す
。

　

青
少
年
健
全
育
成
に
つ
い
て
文
部
科
学
省
の

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
開
く
と
、
関
連
項
目
に
健
全
育

成
の
課
題
解
決
に
つ
な
が
る
目
標
が
目
に
留
ま
り

ま
し
た
。

『
健
全
育
成
の
五
つ
の
目
標
』

・
身
体
の
健
康
増
進
を
は
か
る
…
日
常
生
活
で
、

自
立
し
て
行
動
で
き
る
よ
う
な
体
力

（行
動
体

力
）
と
病
気
に
か
か
り
に
く
い
よ
う
な
抵
抗
力

（
防
衛
体
力
）
を
高
め
、
健
や
か
な
身
体
を
つ

く
る
こ
と

・
心
の
健
康
増
進
を
は
か
る
…
不
安
感
、
緊
張
感
、

欲
求
不
満
感
な
ど
を
持
つ
こ
と
が
な
い
安
定
し

た
精
神
状
態
を
保
ち
、
人
格
的
な
発
達
を
は
か

る
こ
と

・
知
的
な
適
応
能
力
を
高
め
る
…
子
供
の
能
力
や

個
性
に
応
じ
て
可
能
な
限
り
の
知
識
と
技
術
を

獲
得
し
、
生
活
す
る
上
で
必
要
な
能
力
を
高
め

る
こ
と

・
社
会
的
適
応
能
力
を
高
め
る
…
発
達
段
階
に
応

じ
て
、
自
分
の
所
属
す
る
様
々
な
集
団
生
活
の

場
に
お
い
て
、
他
者
と
の
協
調
性
や
人
間
関
係

能
力
を
高
め
る
こ
と

・
情
操
を
豊
か
に
す
る
…
美
し
い
も
の

（美
的
情

操
）、
善
い
行
い

（倫
理
的
情
操
）、
崇
高
な
も

の
（宗
教
的
情
操
）、つ
じ
つ
ま
の
合
う
こ
と
（科

学
的
情
操
）
な
ど
を
見
た
り
聞
い
た
り
し
た
時

に
素
直
に
感
動
す
る
心
を
豊
か
に
す
る
こ
と

　

こ
の
目
標
を
知
り
、
十
一
月
の
市
民
集
会
で
優

良
団
体
・
功
労
者
表
彰
を
受
賞
さ
れ
ま
し
た
皆
様

を
始
め
、
市
民
の
皆
様
が
取
り
組
ん
で
い
る
子
供

た
ち
の
た
め
の
活
動
は
、
こ
の
五
つ
の
目
標
、
つ

ま
り
子
供
た
ち
を
取
り
巻
く
課
題
解
決
の
た
め
に

は
欠
く
こ
と
の
で
き
な
い
重
要
な
も
の
で
あ
る
こ

と
確
信
し
ま
し
た
。

　

今
後
と
も
青
少
年
の
健
全
育
成
活
動
に
向
け
た

取
組
み
が
推
進
さ
れ
ま
す
よ
う
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

令
和
５
年
度　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
尾
花
沢
市
推
薦
作
品
）

い
じ
め
・
非
行
を
な
く
そ
う
標
語

【
山
形
県
村
山
地
区
優
秀
作
品
】

◎
わ
る
ぐ
ち
は 

い
わ
な
い
き
か
な
い 

ひ
ろ
げ
な
い

	

福
原
小
学
校
１
年	

渡
辺　

愛
叶

◎
よ
り
そ
っ
て 

そ
っ
と
き
い
て
ね 

こ
こ
ろ
の
こ
え

	

楯
岡
特
別
支
援
学
校
小
３
年	

堀
江　

芽
衣

◎
も
う
一
歩 

寄
り
添
う
心 

認
め
る
心	

尾
花
沢
中
学
校
２
年	

安
達
祐
太
朗

◆
小
学
生
の
部
◆

◎
か
っ
こ
わ
る
い 

見
て
み
ぬ
フ
リ
を 

し
て
る
き
み	

福
原
小
学
校
３
年	

井
苅　
　

駿

◎
多
様
性 

認
め
る
心
の 

必
要
性	

福
原
小
学
校
５
年	

渡
辺　

陽
太

◎
い
じ
め
だ
め 

い
え
る
あ
な
た
は 

き
ん
め
だ
る	

尾
花
沢
小
学
校
１
年	

菅
野　

陽
輝

◎
や
め
よ
う
よ 

ふ
み
だ
せ
き
み
の 

そ
の
ゆ
う
き	

尾
花
沢
小
学
校
１
年	

辺
見　

來
煌

◎
も
ら
っ
た
よ 

え
が
お
の
バ
ト
ン 

ま
た
つ
ぎ
へ	

尾
花
沢
小
学
校
２
年	

星
川　

華
凛

◎
言
わ
な
い
で 

人
が
き
ず
つ
く 

い
や
な
事	

宮
沢
小
学
校
５
年	

三
浦　

奈
結

◎
つ
な
げ
た
い　

や
さ
し
い
き
も
ち　

み
ん
な
で
ね	

玉
野
学
校
小
２
年	

菅
野　

乃
麻

◎
あ
り
が
と
う 

あ
ふ
れ
る
ち
い
き
に 

い
じ
め
な
し	

玉
野
小
学
校
３
年	

髙
橋　

真
彩

◎
う
れ
し
い
こ
と
ば 

や
さ
し
い
こ
と
ば 

ま
ね
し
て
ひ
ろ
げ
る
こ
こ
ろ
の
わ

	

常
盤
小
学
校
１
年	

伊
藤　

咲
杜

◎
か
ん
が
え
よ
う 

み
ん
な
に
と
ど
く 

や
さ
し
い
こ
と
ば	

常
盤
小
学
校
４
年	

落
合　

煌
人

◆
中
学
生
の
部
◆

◎
ネ
ッ
ト
で
の 

悪
口
一
生 

消
え
な
い
よ	

福
原
中
学
校
１
年	

菊
池　

珠
奈

◎
見
な
い
ふ
り 

逃
げ
る
あ
な
た
も 

同
じ
罪	

福
原
中
学
校
２
年	

奥
山　

綾
斗

◎
「
大
丈
夫
？
」 
そ
の
一
言
が 

心
の
救
急
車	

福
原
中
学
校
３
年	

菅
野　

優
雅

◎
気
付
い
て
よ 
気
付
い
て
あ
げ
て
よ 

心
の
さ
け
び	

尾
花
沢
中
学
校
１
年	

松
岡　

美
月

◎
怖
い
け
ど 

止
め
て
あ
げ
る 

そ
の
勇
気	

尾
花
沢
中
学
校
１
年	

石
沢
さ
く
ら

◎
も
う
や
め
る 

「
見
て
見
ぬ
ふ
り
」の 

ぼ
う
観
者	

尾
花
沢
中
学
校
３
年	

冨
樫　

侑
乃

　

令
和
５
年
度
の
〝
い
じ
め
・
非
行
を
な
く
そ
う
〟
や
ま
が
た
県
民
運
動
に
係
る
「
い
じ

め
防
止
」
標
語
の
募
集
で
村
山
管
内
の
小
中
及
び
特
別
支
援
学
校
１
５
１
校
よ
り
２
１
，

８
２
１
点
も
の
応
募
が
あ
り
ま
し
た
。
そ
の
う
ち
、
尾
花
沢
市
で
は
８
２
７
点
の
応
募
が

あ
り
、
19
点
の
作
品
を
推
薦
し
ま
し
た
。

※
学
校
順
に
掲
載


